
伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理

桑

谷

祐

顕

叡

山

学

院

伝
教
大
師
最
澄
自
ら
小
乗
戒
を
棄
捨
し
て
、
単
受
大
乗
戒
を
以
て
国
家
公
認
の
菩
薩
僧
を
育
成
し
、
南
都
勢
力
や
僧
綱
支
配
か
ら
自
主

独
立
を
果
た
さ
ん
と
し
た
そ
の
教
界
制
度
上
の
変
革
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
解
明
研
究
が
続
け
ら
れ
て
来
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
大
乗
戒
檀
独
立
に
際
し
て
、
大
師
を
支
持
し
心
を
同
じ
く
し
た
人
物
達
の
行
動
の
実
際
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

そ
の
行
動
の
規
範
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
れ
ず
、
未
だ

察
の
到
ら
ざ
る
分
野
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
大
師
の
伝
記
資
料
の
双
璧
と
さ
れ
る
弟
子
一
乗
忠
撰

叡
山
大
師
伝

一
巻
（
以
下

大
師
伝

と
も
略
す
）
と
、
高
弟
別
当

大
師
光
定
撰

伝
述
一
心
戒
文

三
巻
（
以
下

戒
文

と
も
略
す
）、
こ
の
両
伝
を
中
心
に
、
特
に
当
代
の
天
皇
を
始
め
、
時
の
朝
廷
に

在
っ
た
高
位
高
官
の
貴
族
達
の

え
方
、
及
び
そ
の
行
動
の
規
範
と
し
て
の
倫
理
観
に
つ
い
て

察
に
及
び
た
い
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
伝
教
大
師
の
入
寂
、
そ
の
後
の
戒
壇
建
立
勅
許
〔
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
六
月
十
一
日
〕
ま
で
の
期
間
を
以
て
、

大
師
宿
願
の
大
乗
戒
檀
独
立
の
運
動
と
狭
義
に
捉
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
大
師
生
前
中
の
関
係
者
の
行
動
は
無
論
の
こ
と
、
大
師
入
寂
後
、

勅
許
を
経
て
、
実
際
の
戒
壇
院
建
立
〔
天
長
四
年
（
八
二
七
）
五
月
一
日
。
た
だ
し
、
異
説
も
あ
り
〕
並
び
に
関
連
諸
施
設
完
備
に
至
る

ま
で
の
間
を
、
広
義
の
大
乗
戒
檀
独
立
運
動
の
期
間
と
理
解
し
、
本
稿
の

察
範
囲
と
設
定
し
た
い
。
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一

先
帝
御
願
の
宗

と
し
て
の
行
動
倫
理

こ
こ
に
伝
教
大
師
や
そ
の
弟
子
達
が
言
う
先
帝
と
は
、
無
論
、
桓
武
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
。
草
創
期
の
天
台
宗
に
と
っ
て
、
先
帝
桓
武

天
皇
は
正
し
く
天
台
宗
開
宗
の
大
恩
人
で
あ
り
、
そ
の
経
緯
か
ら
し
て
も
桓
武
天
皇
の
発
意
を
汲
み
、
そ
の

御
願
の
宗

と
呼
ぶ
に
相

応
し
い
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
又
、
天
台
宗
側
の
現
存
資
料
を
精
査
し
て
み
る
と
、
伝
教
大
師
自
身
の
記
述
を
筆
頭
に
、
本
宗
を
以
て

先
帝
御
願

の
宗
と
位
置
付
け
、
そ
の
よ
う
に
認
識
す
る
記
述
が
天
台
草
創
期
の
論
述
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
新
興
天
台

宗
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
時
期
に
、
天
台
宗
を
規
定
し
た
言
葉
と
し
て
留
意
し
て
お
き
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で

１
あ
る
。

初
め
に
、
桓
武
天
皇
と

先
帝
御
願
の
宗

と
称
さ
れ
る
本
宗
と
の
関
係
を
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
桓
武
天
皇
と
最
澄
の
接
点
と

し
て
記
録
に
現
れ
る
初
出
は

以
延
暦
十
六
年
。

天
心
有
感
。
預
内
供
奉
列
。
以
近
江
正
税
。
充
山
供
費
。
中
使
慰
問
山
院
無
絶
。

（
伝
教
大
師
全
集
（
以
下
、
伝
全
）
五
｜
附
六

と
す
る

叡
山
大
師
伝

の
記
録
で
あ
ろ
う
。
延
暦
十
六
年

七
九
七

最
澄
は
内
供
奉
に
補
任
せ
ら
れ
、
近
江
の
正
税
を
叡
山
に
賜
っ
た

と
あ
る
。
宮
中
の
内
道
場
に
奉
仕
す
る
内
供
奉
と
い
う
役
職
上
、
桓
武
天
皇
と
の
面
談
の
機
会
も
一
度
や
二
度
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
禁
中
の
使
者
が
度
々
叡
山
を
訪
れ
て
い
た
と
す
る
そ
の
記
述
か
ら
は
、
最
澄
三
十
二
歳
、
比
叡
山
入
山
後
十
二
年
を

２
経
た

意
外
と
早
い
時
期
に
、
桓
武
天
皇
と
最
澄
の
親
密
な
関
係
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

最
澄
は
翌
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
十
一
月
、
霜
月
会
の
始
め
と
さ
れ
る
法
華
十
講
を
始
立
す
る
。
や
が
て
そ
の
論
議
法
要
は
自
集
団

の
教
化
研
鑚
活
動
の
域
を
超
え
、
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
十
一
月
十
四
日
、
南
都
の
十
大
徳
を
招
請
し
て
比
叡
山
上
に
法
華
十
講
の
法
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筵
に
及
ん
だ
。
翌
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）、
和
気
弘
世
と
真
綱
兄
弟
が
主
催
し
て
、
伝
教
大
師
を
請
じ
て
南
都
十
大
徳
等
を
聴
衆
に

天
台
三
大
部
を
講
演
せ
し
め
た

高
雄
講
経

を
も
実
現
し
、
世
に
名
声
を
博
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
桓
武
天
皇
は
そ
の
法
会
に
随

喜
さ
れ
、
師
資
の
芳
志
と
宣
揚
の
洪
基
を
聴
こ
し
召
し
、
同
年
八
月
二
十
九
日

昔
者
給
孤
須
達
降
能
仁
於
祇
陀
之
苑
。
求
法
常
啼
聞
般
若
於
尋
香
之
域
。
是
以
和
気
朝
臣
延
二
六
之
龍
象
。
設
一
乗
之
法
筵
。
演
暢

天
台
法
華
玄
義
等
。
所
以
慧
日
増
光
。
禅
河

流
。
一
乗
之
玄
猷
始
開
於
域
内
。
三
学
之

範
。
遂
被
於
人
天
。
像
季
博
灯
。
古
今

未
聞
。
随
喜
法
筵
。

歎
功
徳
。

（
伝
全
五
｜
附
九

と
、
口
宣
を
下
さ
れ
た
と
い
う
。
桓
武
天
皇
は
、
最
澄
を
請
じ
て
講
経
の
功
徳
を
敷
延
せ
し
む
る
和
気
朝
臣
を
須
達
長
者
や
常
啼
菩
薩
の

求
道
に
譬
え
て
称
賛
し
、

一
乗
の
玄
猷

三
学
の

３
軌
範

等
、
最
澄
教
学
を
捉
え
る
上
で
特
徴
的
な
用
語
を
用
い
て
称
歎
し
て
お
り
、

宗
教
者
最
澄
と
心
を
通
わ
せ
て
行
く
様
子
が
よ
く
解
る
。

以
後
、
こ
の
高
雄
講
経
を
契
機
と
し
て

同
年
九
月
七
日
。

主
上
見
知
天
台
教
迹
特
超
諸
宗
。
南
岳
後
身
聖
徳
垂
迹
。
即
便
思
欲
興
隆
霊
山
之
高
迹
。
建
立
天
台
之
妙
悟

詔
問
和
気
祭
酒
。
祭
酒
告
和
上
。
和
上
與
祭
酒
終
日
與
議
弘
法
之
道
。

（
伝
全
五
｜
附
一
一

と
あ
る
よ
う
に
、
桓
武
天
皇
は
天
台
弘
通
を
発
願
さ
れ
、
そ
の
意
向
に
従
っ
て
最
澄
は
和
気
弘
世
と
協
議
の
上
、
入
唐
求
法
を
実
現
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
聖
徳
太
子
は
南
岳
慧
思
禅
師
の
後
身
と
し
て
我
が
日
域
に
迹
を
垂
れ
、
し
か
も
そ
の
慧
思
禅
師
は
天
台

宗
開
祖
の
智
者
大
師
と
霊
山
同
聴
の
宿
縁
で
あ
る
こ
と
が
、
桓
武
天
皇
の
天
台
弘
通
の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
特
に
天
台
宗
が
諸
宗
に
秀

で
る
と
す
る
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
か
ら
一
年
、
還
学
生
と
し
て
の
入
唐
求
法
を
成
功
裏
に
終
え
た
最
澄
は
、
翌
延
暦
二
十
五
年
（
八
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〇
六
）
正
月
三
日
、
天
台
法
華
宗
に
年
分
度
者
二
人
を
加
え
ん
こ
と
を
上
表
し
、
同
月
二
十
六
日
止
観
業
、
遮
那
業
の
二
名
の
年
分
度
者

を
賜
わ
り
、
こ
こ
に
天
台
法
華
宗
の
開
立
を
見
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
天
台
法
華
宗
を

先
帝
御
願
の
宗

と
崇
敬
す
る
所
以

で

４
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
桓
武
帝
は
こ
の
後
間
も
な
く
崩
御
さ
れ
る
。
天
台
法
華
宗
の
開
宗
は
見
届
け
た
が
、
後
世
最
澄
が
そ
の
生
涯
を
懸
け
て
奔

走
す
る
南
都
僧
綱
か
ら
大
乗
戒
壇
独
立
を
見
届
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

伝
述
一
心
戒
文

に
は

不
許
伝
戒
者
、
先
帝
御
願
不
成
就
。
最
澄
法
師
入
於
唐
而
受
三
学
旨
。
彼
事
不
成
者
不
被
伝
戒
。

（
伝
全
一
｜
五
八
〇

と
あ
り
、
光
定
は
こ
の
大
乗
戒
の
弘
通
、
延
い
て
は
大
乗
戒
敷
衍
後
の
円
の
三
学
の
成
就
こ
そ
が
、
桓
武
天
皇
の
御
願
を
完
遂
す
る
真
の

本
宗
立
宗
で
あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

顕
戒
論

に
明
ら
か
な
如
く

円
教
法
泉
開
心
地

円
機
衆
生
得
見
水

一
乗
出
家
年
年
雙

円
教
三
学
未
具
足

二
学
雖
芽
未
戒
学

是
以

鱗
請
円
戒

（
伝
全
一
｜
一
九
七

と
い
う
現
状
認
識
の
下
に
、
南
都
僧
綱
か
ら
の
戒
壇
独
立
と
そ
の
具
体
的
施
策
施
設
と
し
て
の
戒
壇
院
建
立
と
い
う
大
戒
弘
通
の
実
現
に

天
台
一
宗
の
存
亡
を
賭
け
る
の
で
あ
る
。

伝
述
一
心
戒
文

に
は
、
先
の

顕
戒
論

前
掲
文
を
引
い
た
後

弟
子
依
先
師
命
。
令
備
戒
学
。
而
里
山
往
来
。
令
聞
聖
朝
賢
臣
。
作
于
戒
学
。

（
伝
全
一
｜
五
六
一

と
あ
っ
て
、
大
師
の
命
に
よ
っ
て
戒
学
成
就
の
た
め
に
比
叡
山
と
都
と
の
間
を
往
来
し
、
朝
廷
の
諸
賢
臣
に
懸
命
に
働
き
か
け
た
光
定
の

使
命
と
そ
の
行
動
の
規
範
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
天
台
宗
開
創
期
の
最
澄
や
そ
の
弟
子
達
の
行
動
倫
理
が
、
正
し
く

桓
武
帝

御
願

と
い
う
タ
ー
ム
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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二

先
帝
御
願
の
宗

の
実
践
者

さ
て
、
で
は
具
体
的
に

先
帝
御
願

先
帝
御
願
の
宗

と
い
う
こ
の
言
葉
に
心
を
寄
せ
、
自
ら
の
行
動
規
範
と
し
た
の
は
ど
う
い

う
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。

前
掲
の
如
く

先
帝
御
願

の
言
葉
を
用
い
撰
述
を
成
し
た
伝
教
大
師
、
光
定
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
又
、

先
帝
所
建
天
台
法
華
宗

（
伝
全
五
｜
附
二
九
・
四
三
）

天
台
一
宗
依

先
帝
公
験

（
伝
全
五
｜
附
四
一
）
と
記
し

大
師
伝

を
纏
め
た
一
乗
忠
も
無
論
の
こ
と
、

天
台
草
創
期
の
大
師
の
弟
子
達
は
、
記
録
こ
そ
な
い
が

先
帝
御
願
の
宗

を
高
唱
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
大
師
の
教
示
教

導
に
従
順
で
あ
っ
た
高
弟
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
桓
武
天
皇
の
天
台
弘
通
発
願
に
際
し
、
そ
の
側
近
と
し
て
実
務
を
執
っ
た
和
気
弘
世
は
如
何
だ
ろ
う
か
。

大
師
伝

か
ら
推

察
さ
れ
る
和
気
弘
世
の
行
動
倫
理
に
関
し
て
は
、
天
台
宗
・
天
台
教
観
に
対
す
る
信
奉
と
い
う
記
述
は
見
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
桓
武
帝
御

願
の
忠
実
な
実
践
者
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
最
澄
を
高
雄
講
経
に
請
ず
る
書
に
は

弟
子
弘
世
。
𥡴
首
和
南
比
叡
大
忍
辱
者
禅
儀

（
伝
全
五
｜
附
八
）
と
述
べ

て
師
弟
の
礼
を
表
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
桓
武
帝
発
願
の
天
台
弘
通
に
基
づ
く
将
来
の
国
家
像
を
協
議
模
索
し
、
国
運
を
懸
け
て
最
澄
を

入
唐
求
法
に
送
る
な
ど
、
和
気
弘
世
は
自
身
も
直
向
な
大
師
の
信
奉
者
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
御
願
の
強
力
な
推
進
者
で
あ
っ
た
と
理
解
で

き
る
。

又
、
宗
祖
没
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
先
師
宿
願
の
根
本
堂
于
で
あ
る
戒
壇
院
、
戒
壇
細
殿
、
七
間
の
講
堂
と
共

に
集
衆
の
鴻
鐘
が
完
成
し
た
。
そ
の
鐘
銘
は
冷
然
太
上
天
皇
、
す
な
わ
ち
嵯
峨
天
皇
の
御
書
、
前
丹
後
守
従
五
位
下

野
朝
臣
宿
禰
夏
嗣
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の
撰
に
な
る
。
そ
の
銘
文
に
は

赫
赫
桓
武

命
茲
澄
公

乗
杯
求
法

発
彼
童
蒙

両
人
年
分

三
昧
興
隆

（
伝
全
一
｜
五
四
七

と
あ
り
、
撰
者

野
夏
嗣
も
桓
武
天
皇
が
最
澄
に
天
台
宗
を
開
宗
さ
せ
た
と
承
知
し
つ
つ
鐘
銘
を
撰
述
し
、
嵯
峨
上
皇
を
始
め
十
三
名
の

物
故
者
を
含
め
た
梵
鐘
建
立
協
力
者
を
挙
げ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
前
掲
の
鐘
銘
文
よ
り
す
る
と
、
こ
の
十
三
名
も
延
い
て
は

桓
武
天
皇
御
願

に
通
じ
る
外
護
の
檀
越
と

え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
桓
武
太
上
天
皇
尊
霊
で
は
な
く
嵯
峨
太
上
天
皇

を
筆
頭
に
銘
記
す
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
む
し
ろ
比
叡
山
鴻
鐘
の
記
述
は
、
先
帝
御
願
と
い
う
よ
り
天
台
宗
外
護
者
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。三

大
師
伝

に
記
す
伝
教
大
師
の
帰
依
者
・
外
護
檀
越

天
台
草
創
期
、
伝
教
大
師
生
前
中
、
直
接
教
え
を
受
け
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
み
な
大
師
の
信
奉
者
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

就
中
、
つ
と
に
有
名
な
の
は
、

大
師
伝

に

乃
有
信
心
仏
子
数
十
四
人
。
薬
芬
、
円
成
、
慈
行
、
延
秀
、
花
宗
、
真
徳
、
興
善
、
道
叡
、
乗
台
、
興
勝
、
円
仁
、
道
紹
、
無
行
、

仁
忠
等

（
伝
全
五
｜
附
三
九

と
あ
る
面
々
で
、
元
初
よ
り
善
友
と
し
て
起
居
倶
に
尽
く
し
、
あ
る
い
は
海
を
渡
り
山
に
登
っ
て
妙
法
を
助
け
求
め
、
あ
る
い
は
徳
海
に

浴
し
て
心
垢
を
洗
い
、
あ
る
い
は
入
室
に
列
っ
て
心
眼
を
開
き
、
す
で
に
し
て
同
じ
く
縁
を
結
べ
る
者
、
生
々
相
待
し
て
我
が
国
に
大
師

と
再
生
を
誓
っ
た
高
弟
十
四
名
で
あ
る
。

一
方
、
在
家
者
で
は
、

大
師
伝

に
門
徒
、
外
護
の
檀
越
を
挙
げ
る
一
文
に

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
〇



大
師
平
居
門
徒
数
百
。
伝
妙
義
者
廿
餘
人
也
。
興
福
寺
僧
義
真
。
大
安
寺
僧
圓
澄
。
為
之
首

。
乃
有
高
位
崇
名
者
。
①
特
進
藤
右

僕
射
冬
。
②
金
紫
光

大
夫
良
納
言
安
。
③
銀
青
光

大
夫
藤
納
言
三
。
④
太
中
大
夫
参
議
國
。
⑤
朝
野
左

鹿
。
⑥
菅
右
京
大
夫

。
⑦
小
野
太
宰
大
貳

。
⑧
朝
議
大
夫
藤
右
丞
愛
。
⑨
都
文
章
博
士
腹
。
⑩
朝
請
大
夫
和
気
左
将
真
。

安
野
祭
酒
文
。

藤
作

州
刺
史
是
。

朝
散
大
夫

丹
州
刺
史
夏
。

藤
主
殿
頭
成
三
。

滋
東
宮
学
士
貞
。

和
気
左
丞
仲
。

伴
尾
州
刺
史
氏
。

藤

遠
州
刺
史
衛
。

藤
春
宮
亮
常
。

藤
駿
州
刺
史
春
。

治
總
州
別
駕
建
。

朝
議
郎
藤
主
殿
助
永
雄
。

藤
図
書
助
常
永
。

藤

大
学
助
助
。

六
音
博
士
門
継
。

奉
議
郎
都
外
記
廣
田
安
道
。

右
大
史
副
雄
等
。

（
伝
全
五
｜
附
四
五
〜
四
六
、
但
し
、
数
字
は
筆
者
附
記

と
あ
り
、
大
師
の
門
徒
数
百
、
妙
義
を
伝
え
る
者
二
十
余
名
、
義
真
、
圓
澄
を
上
足
に
、
藤
原
冬
嗣
、
良
峰
安
世
等
二
十
七
名
の
高
位
崇

名
の
外
護
者
を
挙
げ
て

５
い
る
。

大
師
伝

で
は
、
こ
れ
等
を

外
護
檀
越

と
呼
び
、
道
を
開
き
、
宗
を
弘
め
た
る
者
、
あ
る
い
は
法
味
を

禀
し
て
自
ら
利
し
他

を
利
す
者
、
あ
る
い
は
金
蘭
の
知
故
と
し
て
法
を
聞
い
て
文
を
証
し
た
る
者
、
あ
る
い
は
深
結
の
因
縁
あ
っ
て
各
妙
覚
を
期
す
者
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
諸
賢
公
は
宿
縁
の
追
う
と
こ
ろ
遂
に
会
い
見
え
た
者
で
あ
る
か
ら
、
山
中
の
同
法
は
今
世
後
世
に
深
心
を

結
ぶ
べ
し
、
浅
志
を
抱
く
こ
と
勿
れ
と
最
澄
に
言
わ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
等
の
人
は
、
結
局
、
宿
縁
に
従
っ
て
最
澄
に
従
い
聞
法

し
天
台
宗
同
朋
と
な
り
し
者
達
で
、
最
澄
の
信
奉
者
と
認
む
べ
き
在
家
者
達
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の

外
護
檀
越

に
は
見
え
な
い
が
、
天
台
宗
に
傾
倒
し
た
真
の
帰
依
者
と
し
て
の
実
例
が
あ
る
。
高
雄
講
経
に
結
縁
し

た
内
記
山
邊
全
成
公
で
あ
る
。
同
伝
に
は

有
内
記
山
邊
全
成
公
者
。
同
結
弘
法
之
志
。
倶
崇
天
台
之
教
。
即
伝
燈
之
言
。
及
於
春
宮
。
即
宿
願
所
催
法
水
易
受

。

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
一



（
伝
全
五
｜
附
一
四

と
あ
り
、
高
雄
講
経
に
て
最
澄
の
三
大
部
講
説
を
聞
き
、
天
台
教
法
を
尊
ん
で
弘
法
の
志
を
結
び
、
そ
の
盛
会
ぶ
り
を
春
宮
（
桓
武
天
皇

の
皇
長
子
、
後
の
平
城
天
皇
）
に
奏
上
し
た
。
結
果
、
春
宮
は
高
雄
の
法
会
を
随
喜
す
る
の
み
な
ら
ず
、
最
澄
入
唐
時
の
料
費
を
施
与
し
、

さ
ら
に
は
自
身
発
願
の
大
乗
経
典
書
写
本
を
天
台
山
と
比
叡
山
の
両
経
蔵
に
納
入
し
た
と
い
う
。
一
乗
忠
は

外
護
檀
越

に
数
え
な
い

が
、
正
に
、
内
記
山
邊
全
成
公
、
春
宮
共
に
熱
心
な
天
台
帰
依
者
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲

外
護
檀
越

に
は
、
⑩
朝
請
大
夫
和
気
左
将
真
（
和
気
真
綱
）

和
気
左
丞
仲
（
和
気
仲
世
）
の
名
は
見
え
る
が
、

桓
武
帝
の
右
腕
、
側
近
中
の
側
近
、
和
気
弘
世
の
名
前
が
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

大
師
伝

の
高
雄
講
経
の
一
段
で
は

和
気
朝
臣
弘
世
並
真
綱
等
。
生
自
積
善
伝
燈
為
懐
宿
縁
所
追
奉
侍
大
師
。
霊
山
之
妙
法
。
聞
於
南
岳
。
総
持
之
妙
悟
。
闢
於
天
台
。

慨
一
乗
之
擁
滞
悲
三
諦
之
未
顕
。

（
伝
全
五
｜
附
八

と
し
て
、
南
岳
、
天
台
、
最
澄
と
繫
が
る
天
台
教
学
の
継
承
者
と
し
て
、
弘
世
・
真
綱
共
に
大
師
信
奉
者
と
あ
る
の
に
対
し
、
な
ぜ

大

師
伝

外
護
檀
越

の
一
段
で
は
弘
世
の
名
前
が
な
い
の
か
。
兄
弘
世
と
弟
真
綱
・
仲
世
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。

お
そ
ら
く
は
、
撰
者
一
乗
忠
自
身
、
弘
世
と
真
綱
・
仲
世
兄
弟
の
扱
い
を
違
え
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
真
綱
・
仲
世
兄
弟
は
大
師

の
外
護
者
で
は
あ
っ
て
も
、
兄
弘
世
は
桓
武
天
皇
直
々
の
側
近
に
し
て
、
桓
武
天
皇
名
代
と
し
て
の
天
台
宗
開
宗
の
実
務
者
で
あ
り
、

先
帝
御
願

の
立
役
者
な
の
で
あ
る
。

大
師
伝

撰
者
の
直
弟
子
一
乗
忠
に
と
っ
て
、

先
帝
御
願

と
い
う
無
比
明
確
な
判
断
基
準

が
存
在
し
、
な
お
か
つ
、
発
願
者
で
あ
る
桓
武
、
弘
世
、
最
澄
と
支
援
者
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と

え
る
と
説
明
が
つ
く
だ
ろ
う
。

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）
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二



四

戒
壇
建
立
の
外
護
者
の
行
動
規
範

大
乗
戒
壇
建
立
は
、
大
師
入
寂
七
日
後
の
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
六
月
十
一
日
に
勅
許
さ
れ
た
。
時
に
、
そ
の
実
現
に
当
っ
て
は
、

戒
文

（
伝
全
一
｜
六
四
一
）
に
四
賢
臣
と
も
四
大
朝
臣
と
も
称
さ
れ
る
右
大
臣
藤
原
冬
嗣
、
中
納
言
良
峰
安
世
、
権
中
納
言
藤
原
三
守
、

右
中
弁
大
伴
国
道
の
四
名
の
高
位
高
官
の
外
護
者
の
奏
上
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。（

大
師
伝

伝
全
五
｜
附
四
一
〜
四
二
）
結
果
、
翌

弘
仁
十
四
年
四
月
十
四
日
、
義
真
が
初
め
て
比
叡
山
上
に
て
菩
薩
大
戒
を
受
者
十
四
名
に
授
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
は
大
戒
伝
授
の
た
め
の
堂
舎
が
な
く
、
根
本
中
堂
に
執
行
し
た
と
あ
り
、
実
際
の
戒
壇
院
並
び
に
関
連
堂
宇
の
建
立

は
、
淳
和
天
皇
御
代
天
長
四
年
（
八
二
七
）（
異
説
あ
り
）
と
さ
れ
る
。
桓
武
帝
崩
御
か
ら
二
十
一
年
、
伝
教
大
師
入
寂
よ
り
五
年
に
し
て
、

漸
く
先
帝
の
御
願
、
先
師
の
本
願
が
名
実
と
も
に
比
叡
山
上
に
完
備
し
た
と
い
え
る
。

そ
の
功
労
の
仔
細
は

戒
文

造
戒
壇
講
堂
料
九
万
束
下
近
江
国
文

（
伝
全
一
｜
五
八
八
〜
五
九
〇
）
に
あ
る
が
、
四
賢
臣
の
一
人
、

桓
武
天
皇
の
皇
子
に
し
て
臣
籍
に
下
っ
た
良
峰
安
世
の
宗
祖
へ
の
絶
対
的
帰
依
と
熱
心
な
信
仰
心
に
依
る
所
が
大
き
い
。

そ
も
そ
も
良
峰
安
世
は

吾
心
存
叡
嶺
。
欲
托
生
仏
家

挙
登
叡
嶺
。
礼
大
師
影

（
伝
全
一
｜
五
八
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
比
類
無

き
大
師
信
奉
者
で
あ
り
、
来
世
に
仏
家
托
生
を
願
う
程
の
信
心
家
で
あ
っ
た
。

今
此
受
戒
。
無
壇
無
堂
。
雖
受
大
乗
戒
。
而
恭
敬
不
厚
。

所
以
建
立
壇
堂
者
。
賢
納
言
大
恩
之
力

（
伝
全
一
｜
五
八
九
）
と
し
て
、
壇
な
く
堂
な
く
恭
敬
心
沸
か
ざ
る
叡
山
上
で
の
大
戒
伝
授
を
憂

い
、
淳
和
天
皇
に
こ
れ
を
達
し
、
造
立
の
料
稲
九
万
束
を
調
達
し
た
大
恩
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
堂
舎
の
建
立
計
画
に
際
し
て
は
、
俗
別
当
た
る
大
伴
国
道
、
座
主
に
し
て
戒
壇
院
別
当
た
る
義
真
、
戒
壇
院
知
事
光
定

の
三
人
が
戒
壇
宣
旨
〔
天
長
三
年
（
八
二
六
）
七
月
六
日
〕
を
受
け
て
協
議
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
協
議
の
模
様
は

戒
文

（
伝
全
一

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）
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｜
五
八
九
〜
五
九
〇
）
に
詳
し
い
が
、
結
局
は
天
長
四
年
（
八
二
七
）
五
月
、
五
間
の
戒
壇
堂
、
戒
和
上
在
宿
の
た
め
の
細
殿
、
勅
使
来
宿

の
た
め
の
五
間
桧
皮
葺
屋
と
勅
使
従
者
来
宿
の
た
め
の
七
間
板
屋
を
合
し
た
七
間
の
講
堂
等
が
完
成
し
た
。

こ
の
二
堂
細
殿
等
は
良
峰
安
世
の
積
善
徳
行
、
淳
和
太
皇
裁
可
許
諾
の
大
功
徳
力
、
俗
別
当
大
伴
国
道
の
善
行
功
徳
に
よ
り
造
立
さ
れ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
大
乗
戒
壇
設
立
に
及
ん
だ
彼
等
の
行
動
規
範
は

不
志
先
師
命
。
作
宗
仏
事
。
生
功
徳
故
。
成
於

仏
故
。
利
有
情
故

（
伝
全
一
｜
五
九
〇
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

特
に
、
良
峰
安
世
と
光
定
が
こ
の
件
に
つ
い
て
交
わ
し
た
会
話
に

東
大
寺
戒
壇
雖
小
乗
壇
。
而
厳
清
無
比
。
登
壇
受
戒
師
等
恭
敬
如

仏

（
伝
全
一
｜
五
八
八
）
と
あ
る
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
父
桓
武
大
帝
御
願
の
仔
細
を
了
知
し
、
兄
嵯
峨
太
上
天
皇

の
戒
壇
勅
許
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
れ
に
至
る
南
都
僧
綱
と
の
交
渉
次
第
を
全
て
承
知
し
て
い
る
実
質
の
後
援
者
淳
和
天
皇
、
並
び
に

そ
の
間
、
全
て
の
天
皇
の
側
近
と
し
て
在
っ
た
良
峰
安
世
と
の
共
通
認
識
が
、
既
存
の
南
都
戒
壇
が
小
乗
壇
で
、
今
発
願
協
力
を
進
め
て

い
る
比
叡
山
戒
壇
が
大
乗
壇
で
あ
る
と
い
う
そ
の
認
識
で
あ
る
。
伝
教
大
師
が
宿
願
と
し
た
大
乗
戒
壇
独
立
の
思
想
が
、
当
時
の
朝
廷
内

の
帝
臣
に
行
き
渡
り
、
確
実
に
そ
の
理
解
者
、
協
力
者
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
事
実
と
、
そ
の
行
動
規
範
が
先
帝
御
願
、
先
師
本
願
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
。

一
方
、
さ
ら
に
そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
事
象
が
あ
る
。
意
外
と
見
落
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
大
乗
戒
壇
関
連
施
設
の
造
立
に
際
し

一
宗
伝
法
固
鏤
大
鐘
腹
。
遠
伝
塵
劫
後

（

四
条
式

か
ら
の
引
用
文
。
伝
全
一
｜
五
四
五
）
と
し
て
、
す
で
に

四
条
式

に
発
願
明

記
さ
れ
て
い
た
比
叡
山
鴻
鐘
の
建
設
も
同
時
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
が
前
者
の
戒
壇
堂
等
の
造
営
と
異
な
る

の
は
、
数
名
の
篤
信
者
に
よ
る
造
営
で
は
な
く
、
多
く
の
理
解
者
、
外
護
者
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

戒
文

で
は

戒
壇
之
堂
。
戒
壇
細
殿
。
七
間
講
堂
。
集
衆
鴻
鐘
。
同
心
作
之

（
伝
全
一
｜
五
九
〇
）
と
あ
り
、
そ
の
鐘
が

集
衆
鴻
鐘

と
特

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
四



記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

戒
文

で
は
、
そ
の
功
徳
は
戒
壇
建
立
と
同
じ
で
、
先
師
の
命
を
汲
ん
だ
一

乗
戒
の
功
徳
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
そ
の
篤
信
者
を
示
せ
ば
、
ま
ず
鐘
銘
文
を
御
書
さ
れ
た
冷
然
太
上
天
皇
（
嵯
峨
上
皇
）、
戒
壇
堂
等
の
造
営
料
を
裁
可
許
諾
し

た
淳
和
太
上
天
皇
、
現
尊
承
和
（
仁
明
）
天
皇
を
始
め
と
し
、
以
降
、
生
存
者
、
物
故
者
の
別
な
く
列
挙
す
る
と
い
う
特
徴
を
見
せ
る
。

次
い
で
朝
廷
内
の
高
位
高
官
の
者
を
順
次
挙
げ
れ
ば
、
故
藤
原
冬
嗣
、
故
良
峰
安
世
、
別
当
藤
原
三
守
、
藤
原
良
房
、
和
気
真
綱
、
故
大

伴
国
道
、
故
藤
原
三
成
、
故
藤
原
是
雄
、
故
和
気
弘
世
、
並
び
に
鴻
鐘
銘
の
撰
者
で
あ
る
故

野
夏
嗣
、
以
上
十
三
名
の
外
護
者
を
挙
げ
、

天
台
宗
に
交
接
し
後
際
に
利
益
を
送
ら
ん
と
し
た
積
善
者
と
し
て

６
い
る
。

実
に
、

大
師
伝

撰
者
一
乗
忠
の
捉
え
た
前
記
の

外
護
檀
越

に
比
す
と
ほ
ぼ
半
分
の
数
で
は
あ
る
が
、
戒
壇
建
立
の
当
事
者
光

定
自
身
が
残
し
た
鐘
銘
文
の
そ
れ
は
、
天
台
草
創
期
に
於
け
る
最
も
親
密
な
宗
祖
の
理
解
者
、
天
台
宗
外
護
者
を
一
目
瞭
然
に
浮
き
立
た

せ
る
明
確
な
資
料
と
評
価
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
列
記
さ
れ
た
協
力
者
こ
そ
は
、
先
師
の
名
代
と
し
て
朝
廷
と
比
叡
山
を
往
復
し

て
直
接
交
渉
に
及
び
、
そ
の
実
現
に
生
涯
を
捧
げ
た
光
定
自
身
が
捉
え
た
、
先
帝
御
願
、
先
師
本
願
を
支
援
し
続
け
た
真
の
意
味
で
の

外
護
檀
越

と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

五

嵯
峨
天
皇
は
先
帝
御
願
の
実
践
者
か

さ
て
、
最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
、
嵯
峨
天
皇
は
先
帝
御
願
の
実
践
者
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。

戒
文

（
伝

全
一
｜
六
〇
三
）
に
は
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
三
月
十
七
日
の
桓
武
天
皇
国
忌
日
、
殿
上
に
て
玄
番
頭
真
苑
宿
禰
雑
物
と
光
定
が
天
台

と
法
相
に
つ
い
て
論
争
し
た
時
、
嵯
峨
天
皇
は
法
相
宗
に
、
右
大
弁
良
峰
安
世
は
天
台
宗
に
助
勢
し
た
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
す
る
と

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
五



嵯
峨
天
皇
は
天
台
の
理
解
者
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
御
在
所
で
の
天
台
法
相
両
宗
の
相

は
そ
の
後
二
十
余
年
も
続
い
た

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
嵯
峨
帝
は
在
位
中
、
た
え
ず
そ
の
相

を
聴
聞
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
七
年
を
経
た
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
六
月
十
一
日
、
正
に
最
澄
入
寂
の
七
日
後
、
あ
れ
ほ
ど
強
硬
な
抵
抗
を

見
せ
て
い
た
南
都
僧
綱
の
主
張
を
退
け
、
嵯
峨
天
皇
は
比
叡
山
に
大
乗
戒
壇
建
立
を
勅
許
せ
ら
れ
る
と
い
う
大
英
断
を
下
さ
れ
た
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
九
月
、
大
師
は
自
ら
誓
願
し
て
小
乗
戒
を
棄
捨
し
て
以
来
、

山
家
学
生
式

を
制
し
大
乗
戒

壇
建
立
の
上
表
を
奏
進
す
る
な
ど
、
度
々
上
表
文
を
製
し
た
。
例
え
ば
、
大
師
の

四
条
式

上
表
に
対
し
て
、
嵯
峨
天
皇
は
僧
綱
に
可

否
を
諮
問
し
、
僧
綱
か
ら
返
奏
さ
れ
た
抗
表
は
、
光
定
を
通
じ
て
最
澄
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
僧
綱
等
の
所
論
を
詳
細
に
知

る
こ
と
を
得
て
、
大
師
は

顕
戒
論

三
巻
を
執
筆
、
上
進
し
た
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

四
条
式

と
共
に
奉
進
さ
れ
た

請
立
大
乗
戒
表

の
文
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

沙
門
最
澄
言
。
…
…
法
華
宗
年
分
両
箇
得
度
者
。
登
天

桓
武
聖
皇
帝
帰
法
華
宗
。
新
所
開
建
者
也
。
伏
惟

弘
仁
元
聖
文
武
皇
帝

陛
下
。
徳
合
乾
坤
明
竝
日
月
。
文
藻
絶
古
銀
釣
新
今
。
萬
国
歓
心
両
蕃
帰
化
。
定
治
制
禮
今
正
是
時
。

（
伝
全
五
｜
附
三
三

と
あ
っ
て
、
最
澄
は
宗
教
政
策
上
の
天
台
開
宗
外
護
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
東
夷
北
蕃
を
も
巻
き
込
ん
で
治
国
利
民
を
図
っ
た
桓
武
先
帝

の
政
治
施
策
を
も

先
帝
御
願

と
し
て
、
正
に
今
継
承
す
る
べ
き
時
な
り
と
進
言
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
弘
仁
六
年
の
相

以
後
、
少
な
く
と
も
弘
仁
十
三
年
の
宗
祖
入
寂
時
に
至
る
ま
で
に
、
嵯
峨
帝
は
天
台
宗
並
び
に
最
澄
の
、

あ
る
意
味
外
護
者
た
り
得
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
転
機
は

四
条
式

と
共
に
奉
進
さ
れ
た
、
こ
の
弘
仁
十
三
年

（
八
一
九
）
三
月
十
五
日
の

請
立
大
乗
戒
表

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
嵯
峨
天
皇
と
宗
祖
と
の
関
係
で
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
宗
祖
遷
化
に
際
し
、
嵯
峨
天
皇
が

哭
澄
上
人

の
詩
を
賦
し

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
六



て
大
師
の
遷
化
を
哭
し
給
っ
た
こ
と
は
夙
に
有
名
で

７
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
偏
に
最
澄
の
名
代
と
し
て
朝
廷
に
馳
せ
参
じ
大
戒
成
就
に
東
奔
西
走
し
た
光
定
の
功
績
に
負
う
所
が
大
き
い
。
し
か
も
、

光
定
は
嵯
峨
天
皇
に
対
し
、
特
別
な
想
い
を
抱
い
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

大
皇
勅
許
。
厳
筆
書
微
僧
戒
牒
。
而
恩
勅
賜
之
。
不

朽
之
寶

（
伝
全
一
｜
五
七
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
光
定
は
嵯
峨
天
皇
御
書
の
戒
牒
を
拝
受
す
る
縁
に
恵
ま
れ
、
嵯
峨
帝
の
雄
筆
を
奇
妙
希

世
霊
珍
と
崇
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
光
定
と
嵯
峨
天
皇
の
関
係
を
諸
般
に

察
で
き
る
資
料
と
し
て

戒
文

は
特
に
有
効
で
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ

は

是
延
暦
寺
弘
仁

皇
帝
。
為
成

桓
武
天
皇
御
願
。
所
建
立

。

（
伝
全
一
｜
六
四
二

と
あ
る
よ
う
に
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
二
月
二
十
六
日
、
光
定
は
嵯
峨
天
皇
よ
り
延
暦
寺
の
号
を
賜
与
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
桓
武

天
皇
御
願
の
宗＝

先
帝
治
世
の
年
号
を
冠
し
、
今
帝
が
先
帝
御
願
を
敬
篤
、
追
認
し
た
事
項
と
理
解
し
、
嵯
峨
天
皇
を
桓
武
帝
の
遺
志
を

継
ぐ
功
績
者
と
認
め
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
を
ト
ー
タ
ル
な
意
味
で
の
光
定
の
嵯
峨
天
皇
観
と
理
解
し
て
良
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
間
違
い
な
く
最
澄
自
身
は
政
治
的
に
も
宗
教
的
に
も
、
嵯
峨
天
皇
に
桓
武
先
帝
の
継
承
者
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
を
期
待
し
、
当
の
嵯
峨
帝
自
身
も
、
少
な
く
と
も
宗
祖
遷
化
の
前
後
に
至
っ
て
は
、
桓
武
帝
施
策
の
継
承
を
相
当
意
識
し
て
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
先
帝
御
願
の
天
台
宗
の
本
願
、
最
澄
宿
願
の
大
戒
独
立
を
勅
許
し
た
と

え
る
べ
き
な
の
で
あ

ろ
う
。

一
方
、
高
弟
光
定
は
、
個
人
的
信
奉
も
あ
る
と
は
い
え
、
最
終
的
に
は

戒
文

の
記
述
を
見
る
限
り
、
嵯
峨
帝
を
先
帝
御
願
、
先
師

宿
願
の
実
践
者
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
光
定
自
身
、
嵯
峨
帝
を
桓
武
先
帝
の
継
承
者
た
ら
ん
と
期
し
た
最
澄
の
真

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
七



意
を
解
し
、
宗
祖
に
代
わ
っ
て
そ
の
本
意
を
実
現
化
な
ら
し
め
、
そ
れ
を
最
後
ま
で
見
届
け
た
人
物
と
し
て
の
自
負
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。し

か
し
な
が
ら
、
叡
山
在
住
の
宗
祖
の
弟
子
達
の
理
解
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
乗
忠
の

大
師
伝

を
見
る
限
り
、

嵯
峨
帝
は
天
台
宗
に
恩
義
あ
る
外
護
者
と
し
て
の
認
識
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
先
師
御
願
の
実
践
者
、
桓
武
先
帝
の
継
承
者
と
し
て
の

姿
は
映
し
出
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

先
帝
御
願

推
進
者
か
、
天
台
宗
外
護
者
か
、
伝
教
大
師
信
奉
者
か
、
と
い
う
行
動
規
範
の
線
引
き
は
難
し
い
が
、

何
れ
に
し
て
も

先
帝
御
願

と
い
う
文
言
は
、
当
時
の
伝
教
大
師
の
弟
子
達
や
朝
廷
、
並
び
に
関
係
貴
族
の
後
々
ま
で
の
行
動
規
範
と

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註１

先
帝
御
願
天
台
年
分

（

山
家
学
生
式

六
條
式

伝
教
大
師
全
集
（
以
下
、
伝
全
）
一
｜
一
一
）

先
帝
御
願
天
台
一
宗

（

請
菩

薩
出
家
表

伝
全
一
｜
二
二
）
の
他
、

先
帝
御
願

の
語
は

顕
戒
論

（
伝
全
一
｜
一
五
一
）、

戒
文

（
伝
全
一
｜
五
三
九
、
五
五
九
、

五
八
〇
、
六
〇
八
）、

伝
教
大
師
消
息

（
伝
全
五
｜
四
四
七
）、

慈
覚
大
師
伝

（
三
千
院
本
・
續
天
台
宗
全
書
・
史
伝
二
｜
五
三
、
五

四
）
等

２

最
澄
は
、
後
に
比
叡
山
の
学
生
の
た
め
の
規
則

山
家
学
生
式

を
作
り
、
十
二
年
の
篭
山
修
行
を
制
度
化
す
る
が
、
最
澄
自
ら
山
修
山

学
に
そ
の
年
月
を
費
や
し
、
そ
の
規
範
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
華
一
乗
は
天
台
の
常
説
で
あ
る
が
、
特
に
最
澄
は

顕
戒
論

等
に
於
い
て
、
天
台
教
観
の
具
体
的
実
現
の
方
法
と
し
て
円
の
三
学
を

強
調
す
る
。

４

伝
教
大
師
は
、
後
に

山
家
学
生
式

の
最
初

六
条
式

（
伝
全
一
｜
一
二
〜
一
三
）
に
て
、
十
二
年
の
山
修
山
岳
得
業
の
学
生
の
う

ち
国
師
・
国
用
た
る
も
の
は
、
地
方
に
伝
法
師
・
国
講
師
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
よ
。
そ
し
て
安
居
の
施
料
は
当
国
の
官
舎
に
収
納
さ
れ
、
池
溝

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）
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荒
田
の
修
理
や
橋
船
の
営
造
、
治
水

漑
整
備
等
の
治
国
利
民
の
費
用
に
充
当
さ
れ
よ
。
そ
し
て
国
講
師
は
講
経
に
て
安
心
な
ら
し
め
、
慈

悲
門
に
依
っ
て
有
情
を
導
き
、
仏
法
恒
久
な
ら
し
め
国
家
安
寧
な
ら
し
め
ん
と
い
う
。
大
師
の
志
す
大
戒
成
就
と
天
台
弘
通
は
、
法
華
一
乗

の
弘
通
と
国
民
平
等
を
普
遍
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
、
一
方
、
そ
れ
を
容
認
す
る
国
家
の
意
図
は
、
正
し
く
天
皇
を
中
心
と
し
た
中
央

集
権
的
律
令
国
家
制
度
の
再
建
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
こ
そ
が
桓
武
帝
御
願
の
中
身
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

５

現
行

伝
教
大
師
全
集

所
収

叡
山
大
師
伝

で
は
、

朝
散
大
夫

丹
州
刺
史
夏
を

朝
散
大
夫

と

丹
州
刺
史
夏

の
二
人

と
判
じ
、

天
台
霞
標

の
撰
者
羅
渓
慈
本
も
前
者
を
藤
原

本
、
後
者
を
藤
原
夏
州
に
充
て
、
都
合
、
外
護
檀
越
に
二
十
八
名
を
数
え
て

い
る
。（
大
日
仏
一
二
六
・
一
四
一
・
下
〜
一
四
三
・
上
）
紙
面
の
関
係
上
、
結
論
だ
け
述
べ
る
が
、
佐
伯
有
清
著

伝
教
大
師
伝
の
研
究

（
五
六
六
〜
五
六
七
頁
）
に
示
さ
れ
る
一
人
説
の
説
明
は
明
解
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
天
長
四
年
延
暦
寺
鴻
鐘
銘
を
撰
し
た
前
丹
後
守

野

朝
臣
宿
禰
夏
嗣
と
理
解
し
て
論
を
進
め
る
。

６

前
掲

大
師
伝

で
は
、
撰
者
一
乗
忠
は
和
気
弘
世
を
あ
え
て

外
護
檀
越

に
加
え
ず
、
先
帝
の
右
腕
、
御
願
の
実
践
者
と
特
別
視
し

た
こ
と
は
前
述
の
如
し
。

戒
文

で
は
、
鐘
銘
文
の
筆
頭
を
嵯
峨
上
皇
と
す
る
よ
う
に
、

外
護
檀
越

を
よ
り
厳
選
し
て
列
挙
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
鐘
銘
文
に
記
す
外
護
檀
越
の
人
選
に
は
、
そ
の
道
に
明
る
い
光
定
そ
の
人
が
携
わ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

７

戒
文

に
は

同
（
弘
仁
十
三
）
年
十
一
月
。
大
皇
帝
贈
哭
澄
上
人
六
韻
御
書
之
詩
書
於
奇
紙
。
施
與
先
師
影
前
。
後
代
霊
珍
後
学
永

寶
。
（
伝
全
一
｜
五
七
四
〜
五
七
五
）
と
あ
り
、
光
定
は
こ
れ
を
梁
武
帝
が
達
磨
大
師
を
哭
し
、
唐
臣
虞
世
南
が
法
琳
大
師
を
悼
ん
だ
こ
と

に
相
似
す
る
と
称
賛
し
て
い
る
。

伝
教
大
師
に
み
る
戒
と
倫
理
（
桑
谷
祐
顕
）

二
九
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